
2026 年 9 月 16 日 

一般社団法人日本物理学会 

 

日本物理学会が「日本物理遺産」の認定を開始 

 

日本物理学会は、日本の物理学の歴史にとって重要な意味を持つ場所や物品を文化遺産と

して認定する「日本物理遺産」の制度を創設しました。このたび、最初（第 1 回第 1 期）の

認定対象として以下の 5 件を決定し、公表しましたのでお知らせします。 

 

⚫ 寺田寅彦資料群と関連史跡（寺田寅彦邸跡と居室） 

⚫ 湯川秀樹史料 

⚫ 日本における冶金物理学・磁性材料研究の発祥地である東北大学金属材料研究所 

および本多記念館に所蔵する資料群 

⚫ カーボンナノチューブを発見した電子顕微鏡 

⚫ 理化学研究所 3 号サイクロトロン 

 

 

◆背景 

本会は、2026 年が本会設立から 80 周年、2027 年が源流となった東京数学会社の創立か

ら 150 周年に当たることを記念し、物理学に関連する歴史資料の保存と継承をはかり、物

理学の社会的貢献の広報と先人の業績に対する誇りの醸成に貢献することを目的として、

「日本物理遺産（Japan Physics Heritage）」の認定を始めることを 2025 年 9 月に決定しま

した。この制度は、日本の物理学の歴史にとって重要な意味を持つ場所や物品を、文化遺産

として認定しようとするものです。 

第 1 回の認定は、メモリアルイヤーである 2026 年（第 1 期）と 2027 年（第 2 期）にわ

けて実施されます。第 2 回以降の認定は 2028 年より毎年 1 回実施する予定です。 

第 1 回の日本物理遺産として、物理遺産委員会の推薦にもとづき、2026 年 8 月の第 732

回理事会において、以下の 5 件が第 1 期分として認定されました。この結果は、第 81 回年

次大会（2026 年）3 日目の 9 月 16 日に東京大学駒場 I キャンパスで発表されました。 

認定証授与式は、所有者・管理者のご意向を受け、物理遺産の所在地で順次行われること

になっています。また、個々の遺産の詳細は次のウェブサイトに掲載しています。 

 

日本物理遺産ウェブサイト https://heritage.jps.or.jp/ 

 



◆認定遺産の概要（認定番号は提案受付順、a. 所有者・管理者、b. 認定理由） 

 

認定番号 1. 寺田寅彦資料群と関連史跡（寺田寅彦邸跡と居室） 

a. ⾼知県、公益財団法人⾼知県文化財団、⾼知市 

b. 寺田寅彦は、初期の X 線結晶学における業績に加えて、「寺田物理学」と称される身近で

多彩なテーマの研究を行い、地球物理学を含む多くの分野で弟子を育てたと同時に、夏目漱

石に師事した随筆家としても知られる。本件は、寺田関連の事績のみならず、明治から昭和

初期にかけての物理学のあり方を理解する上で重要な資料群・史跡である。 

  

(左)⾼知県立文学館寺田寅彦記念室、(右)⾼知市寺田寅彦記念館（寺田寅彦邸跡と居室） 

 

認定番号 2. 湯川秀樹史料 

a. 京都大学基礎物理学研究所 

b. 湯川秀樹は、1949 年に日本初のノーベル賞（物理学賞）を受賞した理論物理学者である。

本件は、ノーベル賞の受賞業績となった中間子論の研究プロセスを示すものであると同時

に、戦後日本の学術研究体制の発展の歴史、湯川秀樹の科学者としての社会的責任への姿勢、

原子力や核問題に対する社会の動向などをも物語る大規模な資料群である。 

  

(左)湯川のノーベル賞受賞論文の手書き原稿の第 1 稿の第 1 ページ、(右)湯川記念館史料室 



認定番号 3．日本における冶金物理学・磁性材料研究の発祥地である東北大学金属材料研究

所および本多記念館に所蔵する資料群 

a. 東北大学金属材料研究所 

b. 東北大学金属材料研究所は、冶金学に物理学的視点を導入した本多光太郎によって創設

され、精密な実験測定を通じて、固体物理学・磁性物理学における多くの業績を生み出した。

本件は、現代の⾼度情報社会を基礎から支える物理学・材料科学の記念碑的史跡であり、同

時に、大正から昭和前期にかけての研究のあり方を今に伝える資料群を含んでいる。 

  

(左)金属材料研究所旧 1 号館ファサード 

(右) センダスト合金（粉末，成型部品）（奥）、3 元透磁率立体相図模型（手前） 

 

認定番号 4. カーボンナノチューブを発見した電子顕微鏡 

a. 日本電気株式会社 

b. 本件は、飯島澄男が 1991 年に多層カーボンナノチューブを、1993 年に単層カーボンナ

ノチューブを世界で初めて発見した際に使用した、⾼分解能透過型電子顕微鏡である。カー

ボンナノチューブの発見はその後のナノサイエンスやナノテクノロジーの隆興をもたらし、

本件はその起点となった機器として、学術上の価値が特に⾼い。 

  

(左)透過型電子顕微鏡本体（Topcon EM-002B）（NEC 提供） 

(右)電子顕微鏡で観察をする飯島氏（1990 年）（NEC 提供） 

 

 



認定番号 5. 理化学研究所 3 号サイクロトロン 

a. 国立研究開発法人 理化学研究所 

b. 本件は、理化学研究所で戦後に再建された加速器である。戦前期に仁科芳雄らによって

建設されるも戦争で失われた 1 号機とほぼ同じ設計であり、学術上の価値が⾼い。同時に、

戦後日本で人工放射性同位元素の国産供給を本格化させた装置でもあり、日本の加速器科

学が研究段階から社会利用へ展開する転換点を示す歴史的装置として重要である。 

  

(左)理研 3 号サイクロトロン電磁石のモニュメント 

(右)サイクロトロン建設（中間）報告１ 

 

 

【お問い合わせ】 

一般社団法人日本物理学会 物理遺産担当 

https://www.jps.or.jp/ 

〒113-0034 東京都文京区湯島 2-31-22 湯島アーバンビル 5 階 

MAIL：jps-office@jps.or.jp 


